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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

6
月
分
の
口
座
振
替
は

    

7
月
1
日（
月
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
13
項
目
で
す
。

　

○
町
県
民
税（
第
１
期
）

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
３
期
）

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

『
不
死
鳥
少
年
』　             

石
田 

衣
良 

著

『
Ｗ
県
警
の
悲
劇
』           　

 

葉
真
中 

顕 

著

『
虫
の
い
い
家
仕
事
』         

        

マ
キ 

著

『
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
イ
ド
』           

寺
本 

英
仁 

著

『
や
さ
い
の
さ
い
ば
い
と
か
ん
さ
つ
』藤

田 

智 

監
修

『
ぬ
か
ど
こ
す
け
！
』         

か
と
う 

ま
ふ
み 

作

『
ゆ
び
た
こ
』                  

く
せ 

さ
な
え 

作

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
呪
護
』                            

今
野 

敏 

著

『
レ
フ
ト
ハ
ン
ド・ブ
ラ
ザ
ー
フ
ッ
ド
』

知
念 

実
希
人 

著

『
ウ
ル
ト
ラ
図
解
関
節
リ
ウ
マ
チ
』 宮坂 

信
之 

監
修

『
や
ま
と
尼
寺
精
進
日
記
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
や
ま
と
尼
寺
精
進
日
記
」制
作
班 

著

『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
ひ
み
つ
』

工
藤 

ケ
ン 

漫
画

『
さ
く
ら
も
ち
の
さ
く
ら
こ
さ
ん
』 

岡
田 

よ
し
た
か 

さ
く

『
鹿
の
王 

水
底
の
橋
』

上
橋 

菜
穂
子 

著

7
月
の
休
室
日

日
曜
日
、祝
日

7
月
の
休
室
日

月
曜
日
、祝
日

　
　
　

31
日【
月
末
休
室
】

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

『隠居すごろく』

　

農
事
研
修
室

７
月
16
日
（
火
）

　

横
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

２
階
技
術
研
修
室

７
月
17
日
（
水
）

　

八
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
18
日
（
木
）

　

鳥
上
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
22
日
（
月
）

　

馬
木
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
、
午
後
７
時

か
ら
８
時
30
分
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

議
会
事
務
局

　

有
線
２
０
‐
４
２
０
７

　

電
話
５
２
‐
２
６
７
８

第
３
回
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
ろ
う
！
」

　

大
型
液
晶
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

し
ま
す
。

♦
日
時

　

７
月
27
日
（
土
）

　

10
時
〜
12
時

♦
会
場

　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

♦
対
象

　

小
学
生（
４
〜
６
年
生
）・
中

学
生

♦
定
員

　

10
名

◆
参
加
費　

無
料

♦
申
込
方
法

　

前
日
17
時
ま
で
に
メ
ー

ル
、
F
A
X
若
し
く
は
電
話

に
て
①
お
名
前
②
住
所
③
連

絡
先
④
学
校
名
⑤
学
年
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

※
お
電
話
で
の
申
込
は
、
平

日
の
９
時
〜
17
時
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

♦
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

　
（
有
線
）２
０‐３
２
０
０

　

☎
０
８
５
４‐５
２‐３
２
０
０

　
（
メ
ー
ル
）info-s@

shim
ade.ac.jp

ダ
ム
の
放
流
に
ご
注
意
！

　

今
年
も
出
水
期
に
入
り
ま

し
た
。

　

川
で
の
作
業
、釣
り
、子
ど

も
の
水
遊
び
な
ど
に
は
、十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
井
川
ダ
ム
の
放
流
を
知

ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た

と
き
に
は
、
川
の
水
が
増
え

ま
す
の
で
直
ち
に
川
か
ら
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

♦
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社

　

東
部
水
力
セ
ン
タ
ー

　

（
出
雲
地
区
担
当
）

　

☎
０
８
５
３‐２
１‐６
１
５
７

法
務
局
職
員
が
相
続
登
記

の
説
明
を
し
ま
す

　

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支

局
の
職
員
が
、
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
の
ご
依
頼
に
よ

り
、
ご
希
望
の
場
所
へ
出
向

き
、
相
続
の
仕
組
み
や
相
続

登
記
の
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

聴
講
人
数
は
、
10
名
以
上

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支

局
登
記
部
門

　

☎
０
８
５
３‐２
１‐０
７
２
１

奥
出
雲
町
議
会
が
、「
町
民

の
声
を
聴
く
会
」を
開
催

し
ま
す
。

７
月
８
日
（
月
）

　

布
勢
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
９
日
（
火
）

　

あ
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
10
日
（
水
）

　

三
沢
公
民
館

７
月
11
日
（
木
）

　

亀
嵩
公
民
館

７
月
12
日
（
金
）

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
２
階

みんなの掲示板みんなの掲示板

　奥出雲町商工会主催の「おくいずもバル2019」が6月1日に横
田地域、８日に仁多地域で開催されました。1カ所に留まらず、
次々にはしごをして食べ歩き・飲み歩き・友人とおしゃべりをす
ることがバルの醍醐味。飲食店に限らず、この日のために特別な
サービスを提供する店舗もあり、多くの方が家族や友人と楽し
い時間を過ごしました。
　また、木次線利用者先着50名にバルチケットを1枚プレゼン
トという企画もあり、木次線の利用のきっかけとなりました。

おくいずもバル２０１９おくいずもバル２０１９

美味しい食事に舌鼓を打ち、会話を楽しむバル参加者

　停電情報を知りたい地域を事前に設定す
ることで、停電時には、携帯電話へ通知が
届きます。
【登録方法】
・AppStoreやGooglePlay等で「中国電力
　停電情報」と検索しダウンロードします。
※詳細については、中国電力へご確認ください。
【お問い合わせ先】
　中国電力出雲営業所カスタマーセンター
　電話：０１２０-３１１-９５７

携帯電話用アプリ中国電力停電情報について

iphone・ｉpadを
ご利用の方

Androidを
ご利用の方

　巣鴨で六代続く糸問屋の嶋屋。店主の徳
兵衛は、三十三年の働きに終止符を打ち、
還暦を機に隠居生活に入った。人生を双六
にたとえれば、隠居は「上がり」のような
もの。だがそのはずが、孫の千代太が隠居
家に訪れたことで、予想外に忙しい日々が
始まった！千代太が連れてくる数々の「厄
介事」に、徳兵衛はてんてこまいの日々を
送るが、思いのほか充実している自分を発
見する……。果たして「第二の双六」の上
がりとは？（出版社紹介より記載）

  


